
1
学修者本位の教育への転換・促進
（学修成果の可視化、客観的かつ厳格・公正・公平な成績評価及び単位認定、卒業認定等）

2
時代に即した授業形態の開発・発展
（デジタル社会に対応したリテラシー養成、対面授業と遠隔授業の長所を組み合わせた効果的授業等）

3
学生の学修効率の向上および学修時間の増大
（学生の学修状況の把握、授業時間や学期等の見直し、授業外学修を含め主体的・効果的な学修の励行等）

4
文理複眼的な思考ができる人材育成
（副専攻制度の充実、国内外他大学との単位互換促進等）

5

AIに担えない真に人が果たすべき役割を考え実行できる人材育成
（後期教養教育、リベラルアーツ教育、課題解決力に重点を置いた教育、地域社会や企業との連携した実践的なスキル育成プログラムの実施、対外発信力の育成
等）

6
多様な価値観を持つ多様な背景の人材の育成
（リカレント教育、リスキリングプログラム、本学に適した留学生教育プログラム等）

1
研究活動の推進・深化
（ＡＩ・データサイエンス教育研究所の研究促進、外部研究資金獲得、研究成果の情報発信強化、大学間連携による研究促進等）

2
研究環境の整備
（研究倫理の遵守、研究インテグリティの確保、図書館設備の充実、図書館利用環境の整備等）

3
研究成果の社会還元と実装化
（研究成果を広く社会に還元するための仕組みを整備、成果発表会やシンポジウムを定期的に開催、一般向けの研究公開イベント、教育プログラム等）

1
地域社会との連携強化、イノベーション・コモンズ(共創拠点化)の整備
（企業・自治体・NPOと連携、生涯学習、地域や産業界等の多様な担い手との共同プロジェクト等）

2
学生や教職員の学術交流の促進
（地域や国際的な諸機関との連携強化、研究成果の積極的な発信、集積された知及び技術の学外提供等）

1
選ばれる大学をめざし、新たな入試制度改革方針に沿ったブランドアップを図れる入試制度の構築
（DXを活用した入学試験の実施、選抜入試での競争力の強化等）

2
多様な価値観を持つ多様な背景の人材の受入れ
（年齢や国籍等を問わない幅広い学生の受入、編入学による受入等）

3
高大接続の取組強化
（教育基盤を軸とした高大接続の推進、多様な連携校の拡大等）

4
大学広報の強化（広報・マーケティング戦略の推進）
（広報セクションの強化、ブランド・広報戦略の策定と運営等）

1
ディプロマ・ポリシーに到達できる学生への粘り強い支援
（離学者の抑制）

2
修学への支援
（より効果的な入学前教育、学修支援体制の更なる充実、多様な学生へのきめ細かな支援、保護者との連携強化等）

3
学生生活への支援
（有効的な奨学金制度、クラブ・サークル等の加入率向上、通学環境の整備、学生相談室及び保健室の運用について、活発な国際交流支援等）

4
キャリア支援
（就職支援体制の強化、実就職率の向上、資格取得に関する支援の取組）

1
自己点検・評価活動の不断の見直し
（内部質保証のシステムの強化、学生の意見や外部評価を取り入れた改善・改革、教職協働による重点施策の推進、第４期機関別認証評価への取組等）

2 地域や産業のニーズに応えられる学位プログラムの模索
（既存学位プログラムの検証、新大学設置基準に照らし合わせた学位プログラムの見直し、財政基盤を踏まえた教育研究組織等）

3
自由と清新の気風のもと、メンタルヘルスとウェルビーイングの強化
（ハラスメントの撲滅、個人情報の保護、個人の尊厳に対する配慮、組織的なSD活動等による教職員の資質向上、学生・教職員の満足度向上等）

4

大学運営体制の充実と効率化
（学長のリーダーシップに基づく取組の推進、組織的・継続的なＳＤ体制の確立、コンプライアンスの徹底、リスクマネジメントと危機管理体制の強化、情報公開の推
進、大学組織としての外部資金導入への取組み、業務効率化、機構改革等）

教 育 分 野

実施施策

阪南大学中期計画
（2025.04.01～2030.03.31）

阪南大学は、大きな変革に挑戦します
ウェルビーイングにあふれ、社会が求める新たな価値を共創できるイノベーション・コモンズへ！

教育施策

学修者本位の教育への転換を図り、AI時代における教育の充実と改革を促進します

研究施策

外部との積極的な連携と知識の共有を通じて、研究の質と成果を向上させます

社会貢献

社会が抱える課題に対し集積された知と場の価値提供で解決します

３つの重点方針

学生支援分野

組織運営分野

学生受入分野

研 究 分 野

社会貢献分野


